
第２５回地域福祉実践研究セミナーin 沖縄・うらそえ
ワークショップ４ 報告

あなたの中のバリアは何ですか？
〜多職種連携による浦添型地域包括ケアの推進に向けて〜

実践報告者：

名嘉健二（浦添市地域包括支援センターみなとん管理者、主任介護支援専門員）

棚原成秋（浦添市在宅医療・介護連携支援センターうらっしー連携コーディネーター）

仲嶺茜（浦添市社会福祉協議会 港川中学校区コミュニティソーシャルワーカー）

田中宏樹（バリアフリーオリンピック実行委員会）

与那覇涼（うらそえ介護福祉士会）

福本泰三（医療介護ネットワーク2025、浦添総合病院院長）

岸本新（浦添市前田ユブシが丘児童センター、沖縄ハンズオンNPO）

アドバイザー：宮城恵子（社会福祉法人仁愛会看護部顧問、名嘉村クリニック教育担当

神山裕美（大正大学人間学部社会福祉学科 教授）

地域担当者：平良睦男（浦添市医師会事務局長）

古謝早苗（社会医療法人仁愛会 在宅総合センター）



協力者： 志良堂幸次・武島由幸（ことぶき指定居宅介護支援事業所）

（ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ） 奥間綾子・新垣かおる（ありあけの里指定居宅介護支援事業所）

大城利枝子・當銘 朋美（ケアプランセンターいそ）

高志保慎一（浦添市地域包括支援センターてぃだ）

運営協力者：伊波由衣子（浦添市医師会）

安保奈緒（介護老人保健施設アルカディア）

肥谷菊乃・島袋慶基・高田真衣 （浦添市地域包括支援センターさっとん）

知名定哲・平良和土（浦添市地域包括支援センターみなとん）

ノダ知加子（ライフサポートてだこ）



参加者の状況

 会 場

浦添市てだこホール・市民交流室

 参加者数と内訳 36名

社協 12名 医師会6名

行政関係4名 学生5名

地域福祉協力員（住民） 3名

病院関係2名 大学関係2名

地域包括支援センター 1名

居宅介護支援事業所

（ケアマネージャー） 1名





目 的

 １．沖縄の先人たちが築いてきた「ゆいまーる（助け合い）精神」

を現代風にリノベ―ションし、多職種連携の視点から

新しい地域の形を考える。

 ２．各分野の報告をもとに、「ワールドカフェ」の手法で、

下記2点を考察し参加者の課題を共有する。

①連携における課題（バリア）は何か？

②医療と介護、福祉の専門職同志のネットワークをどう構築するか？

 ３．明日からの地域づくり構築に向けた仲間づくりと、元気を持ち帰る。



展 開 方 法
10:00 趣旨説明、オリエンテーション

10:10 実践報告3名：各7分（名嘉健二・棚原成秋・仲嶺茜)

10:30 質疑応答

10:40 ワールドカフェ（20分×3回）①実践事例報告からの意見交換

②医療と介護、福祉の専門職連携の課題

11:50 テーブルマスターによる発表とコメント（4グループ）

12:10 昼休憩

13:10 実践報告4名：各7分(田中宏樹・与那覇涼・福本泰三・岸本新）

13:40 質疑応答

13:50 ワールドカフェ（20分×4回）①実践事例報告からの意見交換

②医療と介護・福祉の専門職ネットワークをどう構築するか？

15:20 休憩

15:30 テーブルマスターによる発表とコメント（4グループ）

15:50 総括（宮城恵子・神山裕美）

16:10 終了





結 果①
専門職連携における課題（バリア）は何か？
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結 果②

医療・介護・福祉の専門職ネットワークをどう構築するか？
（バリアをなくすために今からできること）
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考 察
１．事例報告からの学び

①介護福祉士が地域連携を進め、介護の価値を積極的に高めていること

②「地域に役立つ病院」「地域で生活する高齢者や児童」の視点を、関係者が共有している

③「困っている人を助けたい」ゆいまーる（助け合い）精神が、専門職と地域の共通の想いである

④小学生からの福祉教育や社会資源開発等、地域環境を育てる浦添の地域文化

２．連携のバリアをなくすために

①地域包括ケアの意味は、病院・地域包括・居宅介護支援事業所・社協・行政・地域・住民からみた
ときの意味は違う。⇒医療介護総合確保促進法は高齢者対象 VS 地域包括は将来的に全世代対象を想定

②患者、利用者、住民、対象者、顧客、児童生徒、近隣者、家族等、

介護・看護・治療・支援・介入・教育する相手の名は、各専門職の立場により異なる。

人を見るとき、病気をみるか、生活をみるか、成長発達をみるか。また。地域をみるとき、

家族や近隣者関係をみるか、地域環境をみるか、社会資源をみるか、公平な制度運用をみるかで違う。

③各職種に「困っている人を助けたい、治したい」想いは同じなので、そこからつながり、

多職種視点を生かし合う。

④誰のための連携なのか？ ⇒市民から受けるフィードバックを重視する。



結論・今後の展望
 今日のワークショップから自分の仕事に生かせること、地域を超えて同
じ思いで仕事する方々との出会いから元気をもらった。

 高齢者関係の連携先だけでなく、児童や障害、教育や警察や裁判所との
連携にも役立つヒントを得ることができた。

 肩書や所属、組織の役割に違いやバリアはあるが、「困っている人を助
ける、支える、治す」思いは共通である。

 連携は専門職のためでなく患者、利用者、住民のため。

 市民からの評価を大切にする。

 人間対人間の関係を基本に、人が変わっても組織レベル引き継いで継続
できる、多職種連携の持続可能性も、育てていきたい。
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